
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本三大車窓 姨捨 と日本屈指の大自然 千畳敷カール 

第 43 回ゆうゆうサークルは 2017 年 9 月 4 日(月)・5 日(火)の 1 泊２日で、長野県の日本三大車窓”姨捨”と日本屈指の大自然”千畳

敷カール”にて 12 支部３分会 フレンドリークラブ、総勢 184 名の参加で開催しました。 

東京駅鍛冶橋駐車場をケイエム観光バス 5 台に分乗し出発、長野駅で京都支部の参加者と合流し、ゆうゆうサークルは始まりまし

た。旧特急あさま 189 系の臨時列車をゆうゆうサークルで貸切り、目指すは国指定の「名勝」にも指定されている姨捨駅。根室本線

狩勝峠・肥薩線矢岳峠と並び日本三大車窓に数えられ、豪華寝台列車『四季島』が停車することで話題になりました。また、珍しい

通過型スイッチバックの駅は鉄道ファンならずとも興味津々です。委員長の似顔絵の入った駅弁を頬張りつつ、車窓を楽しむ約 30 分

の列車の旅第１陣です。 

車窓から見た重要文化的景観「姨捨の棚田」を、10 名の地元ボランティアガイド『楽知会』の皆さんの解説を受け、見事に実り金

色に輝く稲穂と一面に見渡せる広大な善光寺平を眺めながらの散策は、絶好の天気とあいまって感激も一入でした。 

散策の終点･姨捨観光会館で開校式を行い、記念撮影後、ケイエム観光バスで聖高原駅まで行き、再度貸切特急に乗り換え２度目の

列車旅です。車内では長野名物『牛乳パン』とリンゴジュース、更に赤坂車掌区??の茨木“臨時”車掌より全員に姨捨駅記念入場券が配

られ、各号車とも歓声に包まれました。 

宿泊地の諏訪湖畔にある「ホテル紅や」での夕食会で開催された恒例の大抽選会では、支部名が呼ばれるたびに歓声やため息が起こ

り、当選者の名前が呼ばれると歓声は絶叫と化しました（笑）。また、ゆうゆうサークルの長野訪問に合わせ、阿部長野県知事より昨

年実施された植樹祭や長年取り組んでいるカーボンオフセットへの協力に対する特別な感謝状が届き披露されました。 

今回のゆうゆうサークルでは感激がまだまだ続きます。夕食会後に遊覧船２隻を貸しきってのナイトクルージングを開催し、諏訪湖

上での国際労働組合のための大花火大会では、100 発を超える打ち上げ花火が夜空を彩り、間近で見上げる花火に参加者のボルテージ

も最高潮となりました。 

２日目は日本屈指の雄大な大自然が広がる千畳敷カールに向かいました。ケイエム観光バス・山岳専用バス・ロープウェイと乗り継

ぎ到着した標高 2,612 ｍ（交通機関で行くことのできる日本最高地点）の千畳敷カールは気温 14℃と一足早く秋を思わせる別天地で

した。２日目も天を突き抜けるような青空で、高山植物の咲き誇る中、遠く富士山も望める中央アルプスの絶景を満喫しました。 

参加者の皆さん、また、２日間安全運転に努めていただいたドライバーの皆さん、ユーモアと幅広い知識で楽しませてくれたガイド

の皆さん本当にお疲れ様でした。 

来年も参加者の皆さんが満足し楽しめる企画を考えていきますので、多くの方の参加をお待ちしています。 
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